
殿

　　　３　消防用設備等又は特殊消防用設備等ごとの点検票を添付すること。

　　　４　※印欄は、記入しないこと。

備考　１　この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。

　　　２　消防設備士又は消防設備点検資格者が点検を実施した場合は、点検を実施した全ての者の情報を別記

　　　　様式第３に記入し、添付すすること。

※受　付　欄 ※経　　過　　欄 ※備　　　　考

消防用設備等（特殊
消防用設備等）の種
類等

　消火器

　特定小規模施設用自動火災報知設備

　誘導標識

防

火

対

象

物

所 在 地 建物所在地を記入

名 称 建物名称を記入

用 途 建物用途を記入（例：飲食店，宿泊所，共同住宅など）

規 模 地上　　２　　階　　地下　　　　階　　延べ面積　　　　148.00　　㎡

住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　 

電話番号

下記のとおり消防用設備等（特殊消防用設備等）の点検を実施したので、消防法

 第17条の３の３の規定に基づき報告します。

記

別記様式第１

消防用設備等（特殊消防用設備等）点検結果報告書

　　　   年　 　 月　  　日

　備北地区消防組合

　　　　　 消防署長

届 出 者
防火対象物のある場所が，
三次市であれば三次消防署長，
庄原市であれば庄原消防署長，
庄原市東城町であれば東城消防

消防署へ届出をする日付を記入

ご自身の住所，お名前，電話番号を記入

建物の規模を記入

建物に設置している消防設備を記入


